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都市住民の食生活習慣とBody Mass Index，

血清脂質および生活環境との関連
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目的　都市住民の食生活習慣とBMI，血清脂質および生活環境との関連について分析し，食生

活の改善に資する知見を得る。

方法　兵庫県A市の健康センターの1年間の全受診者（2,884人）に対し，食生活習慣に関する

調査を行った。分析の対象としたのは，30歳から69歳までの受診者2,627人（男1,591人，女

1,036人）である。対象者を，好ましい食生活習慣の有無について「あり」と「なし」の2

群に，また20項目の食生活習慣の「あり」の合計数が11～20個であった者を高位群，0～10

個であった者を低位群の2群に区分した。これらの2種類の群別に，BMI（Body Mass In-

dex），血清脂質量，身体的・情緒的自覚症状の項目数の平均値について分析を行った。さら

に，好ましい食生活習慣の「あり」の合計数と生活環境との関連について分析を行った。

成績　(1)好ましい食生活習慣について，それぞれ「あり」の回答者群は「なし」の回答者群より，

総コレステロール値，ドリグリセライド値，および身体的・情緒的自覚症状数の各平均値に

おいて低値の傾向を示し，HDL-コレステロール値においては高値の傾向を示した。

　(2)BMI，総コレステロール値，卜リグリセライド値の平均値において，女では，好まし

い食生活習慣の「あり」の合計数の多い高位群は，合計数の少ない低位群より低値を示し，

HDL-コレステロール値においては高値を示した。男では一定の傾向はみられなかった。身

体的・情緒的自覚症状数においては，男女とも，高位群の方が低位群より低値を示した。

　(3)Breslowらの7つの健康習慣についての保有数は，好ましい食生活習慣の高位群の方が

低位群より多いことが示された。

　(4)好ましい食生活習慣の「あり」の合計数は，男女とも配偶者の有無，住居の広さと有意

の関連がみられた。女では，仕事の有無に有意の関連がみられた。「仕事あり」の者におい

て，食生活習慣の「あり」の合計数と有意の関連を有した生活環境要因の項目として，重回

帰分析の結果，男では年齢，労働状況，配偶者の有無，住居の広さ，女では家族数，年齢，

労働状況，住居の広さが選択された。

結論　好ましい食生活習慣の有無は，血清脂質や身体的・情緒的自覚症状数からみた健康水準の

高さと関連していることが示された。好ましい食生活習慣の「あり」の合計数は，健康習慣

の保有数と関連を有していること，また，「あり」の合計数は年齢や生活環境と関連を有し

ていることが示された。年齢階級の低い者や労働状況の不規則の者にとって，好ましいレベ

ルの食生活習慣を身につけることが課題となっていることが示唆された。
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